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会長の熱いつぶやき・・・

伊藤佳幸 (遠別町4Hクラブ)

皆さん、こんにちは。日頃、連協活動に関してご理解とご協力をいただき、
この場をお借りしましてお礼申し上げます。ありがとうございます。
留萌連協のメインイベントである「ファーマーズトークin RUMOI」は、新型
コロナウイルス第３波、留萌管内の感染状況を鑑み、集まりを中止とさせてい
ただきました。もっと早く決断できれば混乱などもなかったと思うと、申し訳
ない気持ちでいっぱいです。そんな中でも、今まで努力してきたこと、ファー
マーズトークに向けて準備してくれた団体、個人。その頑張りを何とか形に残
せればと思い、今回はこのような手法をとらせていただきました。是非とも積
極的な参加をお願いすると共に、こういう活動が留萌農業の発展に貢献できれ
ばと思っております。長くなってしまいましたが、今年も残すところあと少し
となりました。事故や怪我のないよう、十分気をつけて過ごしましょう。

11月19日代表者会議にて、定期総会とファーマーズトークin RUMOIの開催について検討し、集合

研修の中止と代替案について下記のとおり決定いたしました。新たな取り組み(交流会)も予定してい

ただけに残念ですが、できるだけのことはやっていこうということになりました。

【代替案】 ＊取り組みシートの冊子化

＊取り組みシートの発表動画DVD作成

［動画の撮影日］

日時 １２月１１日(金)10:00～

場所 ＪＡオロロン地域農業振興センターABC会議室

撮りたいという方は１２月9日(水)までに普及センターまでご連絡ください。

普及センター TEL 0164-62-1779 

◎「ファーマーズトークin RUMOI」の集合開催は断念！(   )

定期総会については、役員改選など決めなければならない

ことがあるため、各組織代表者及び個人会員のみで開催する

こととなりました。事前に会員の皆様に議案をお配りし、意

見をいただき、それを持ち寄って開催いたします。

日時 令和２年１２月１７日(木) 10:00～12:00
場所 羽幌町中央公民館

ただし、開催にあたっては、新型コロナ感染症の状況を注視

し、管内4HC連協の判断基準も下記のように決めました。

【判断基準】＊留萌管内感染者数

4人以下→開催

5人以上→中止、書面決議

２週間前、1週間前、直近の感染者数で判断します。

◎令和３年度 定期総会
代表者のみで開催！

取り組みシート提出締切
12月17日(木)

時期 令和３年２月中旬

内容 管内の小麦を知ろう！

管内の特色ある小麦ルルロッソ

などの栽培、調理、加工を学ぶ

講師(案) ラ・フラスカ

ルルロッソ生産者

先輩農業者に学ぼう！
小麦加工研修会

今回は少し詳しく
書いてみて！

各組織・個人での
撮影ＯＫです！



交流会では、新たなメンバーとなった小平町4Hクラブを含め自己紹介や今後の留
萌連協活動について話がありました。短い時間ではありましたが、焼き肉を囲み、終
始活発な情報交換、親睦が図られ、秋以降の取り組みに向けて英気を養い、一体感が
高まりました！来年もやるぞー！

この交流会での写真が、
農家の友の表紙に！

私はここで
ピンクファ
イブに入会
しました！

夏は過ぎちゃったけど・・

７月16日、留萌管内４Ｈクラブ連絡協議会主
催の夏季交流会が行われ、青年、関係機関合わせて30名が
交流しました。

これから冬本番を迎えようと
している中、新型コロナが留萌
管内にじわりじわりと侵入してき
てています…。集まり事は軒並み
中止、延期…（涙）ですが、心も
身体も負けない様、免疫力アップ
も兼ねて苦手な長ネギに挑戦をし
ようと思います。この冬、私と一
緒に何か１つチャレンジしてみま
せんか？
みなさんからの｢こんなことしてみ
たよ！｣の投稿どしどしお待ちして
おります！！

（Ｓ.Ｏ記）

編集後記

会 員 紹 介 竹元 祥 （天塩町）

秋山 直人 （初山別村）

来年もやるぞー！

初山別村の秋山です。昨年から留萌管内４Ｈに参

加し、現在はＲＡＰの代表として皆さんと沢山関わ

らせてもらっています。

経営としては、(株)錦秋の役員として小麦、大豆、

加工南瓜をメインに、スイートコーン、ミニトマト、

冬野菜として春菊をハウス栽培しています。

皆で留萌を魅力ある地にしていけるように切磋琢磨できたら
と思います！ よろしくお願いします！
ＲＡＰ＝RumoiｰActionｰProducts 2019年に結成。農業を初めとする地域産業の

活性化、観光客の増加による地域の活性化、魅力の発信を目指す若手農業者組織

天塩町で畑作農業法人を経営している竹元祥です。

小麦・豆類・蕎麦を中心に新規就農して６年経ちました。

天塩町の農業は酪農畜産の町で畑作は弊社のみです。

近年酪農家の件数が減少し天塩町の農業も寂しくなって

きていますが、大規模法人やTMRなどの設立があり,

変革期を迎えています。

温暖化や技術の進歩により天塩町でも畑作が成り

立つことを証明するためにも、これからも頑張って

いこうと思っています。

TEL 0164－62－1779

FAX 0164－62－2474

メール

rumoi.nakanoukai1@

pref.hokkaido.lg.jp

留萌農業改良普及センター


